
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
愛･

地
球
博
」
と
「
中
部
国
際
空
港
」 

 

今
、
最
も
日
本
で
元
気
の
あ
る
、
愛
知
県

の
二
大
要
素
「
愛
知
・
万
国
博
」
と
「
中
部

国
際
空
港
・
セ
ン
ト
レ
ア
」
を
視
察
し
、
活

気
あ
る
静
岡
を
つ
く
る
為
に
学
ん
で
き
ま

し
た
。 

 

 
 
 
剣持 邦昭 ７期 

石上 顕太郎 ３期 

井上 恒弥 ３期 

千代 公夫 ３期 

増田 進 ２期 

繁田 和三 １期 

静岡市議会 

自由民主党 
静岡市議団 

会派広報 

発行：自由民主党静岡市議団広報担当 

第１号 
 

静政会  21 人 

自民党 

静岡市議団 17 人 
 

公明党   7 人 

共産党   5 人 

民主市民会議  2 人 

市民自治 

 福祉クラブ  1 人 

３
月
に
行
わ
れ
た
選
挙
の
結
果 

こ
の
様
な
会
派
構
成
に
な
り
ま
し
た
。 

政
令
指
定
都
市 

静
岡
市
議
会 

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
！ 

清
水
の
本
会
議
場
で
、
総
勢
１
７
名
の
顔
ぶ
れ
で
新
た

な
出
発
を
し
ま
し
た
。 

 
会 派 執 行 部 

会長  剣持 邦昭 

幹事長  近藤 光男 

総務会長 千代 公夫 

政調調査会長 佐地 茂人 
 
｢自民党が変われば、議会が変わる！｣

という意識を持ち、政令指定都市の 
議員として数多くの政策に積極的に

取り組んでいきます。（会長談） 

 
 
 
石川 久雄 ４期 

青木 一男 ３期 

遠藤 裕孝 ２期 

牧田 博之 １期 

深澤 陽一 １期 

 
 
 
近藤 光男 ６期 

城内 里 ４期 

田形 清信 ３期 

丹沢 卓久 ２期 

佐地 茂人 ２期 

亀沢 敏之 １期 

 

葵 区 駿河区 清水区 

会派で視察に 

行ってきました。 

＜視察･研究会レポート＞ 

私達、自民党市議団は政令都市の 

議員として、高い見識力を身につけ

る為、日々活動をしております。 

「
清
水
地
区
の
土
地
活
用
に
つ
い
て
」 

 

蛇
塚
の
土
地
を
公
社
か
ら
、
早
期
に
買
い

戻
し
を
行
い
健
全
財
政
に
努
め
ま
す
。 

 

編集後記 

 
新しく生まれ変わった自民党市議団か

ら、地域のみなさまに初めてお届けする『自

民党市議団広報』、いかがでしたでしょう

か。自民党市議団では、まずは皆さんに議

会の様子をきちんと御報告していこうと、

今後とも努力してまいります。どうか皆様

のご意見をお知らせください。残暑厳しい

日々が続きます。お体を大切にお過ごしく

ださい。 

 
＜発行責任者＞ 

自由民主党静岡市議団広報担当 

佐地・丹沢・亀澤・深澤 

〒420-0853 静岡市葵区追手町５番１号 

054-254-2111（内線 4511） 

自民党市議団活動日程 

 
５月２４日 財政研究会（三位一体について） 

６月７～８日 愛知万博・中部国際空港視察 

６月２１日 まちづくり研究会（まちづくり条例について） 

６月２３日 蒲原町視察及び意見交換会 

７月６日  清水地区の土地保有について現地視察 

７月２９日 第一回夏期研修会（介護保険制度の改正について） 

８月８日  第二回夏期研修会（一部：静岡市の治安、 

二部：Ｓ型デイサービスについて） 

８月１７日 第三回夏期研修会（軽度発達障害に関する問題について） 

８月１８日 第四回夏期研修会（知的障害児者の地域生活で抱える問題 

について） 

８月１９日 第五回夏期研修会（小中学校の二学期制と 

スクールカウンセリング事業および 

学校施設の安全対策について） 

「
三
位
一
体
改
革
の
概
要
に
つ
い
て
」  

国
の
三
位
一
体
改
革
の
推
進
に
お
け
る

地
方
自
治
体
の
財
政
の
変
化
に
つ
い
て
静

岡
市
財
務
局
長
か
ら
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
１
９
年
度
よ

り
地
方
交
付
税
の
お
お
ま
か
な
削
減
と
厳

し
い
財
政
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。 

新保守宣言！！ 

歴史､伝統を重んじ大切なものを育て、新たなる時代の変革に伴い変えるべき所を 
しっかりと見極め改革をしていく！ 新しい自民党の政策集団のメンバーです。 

こ
ん
に
ち
は 

市
議
会
の
会
派
広
報
を 

牧
田 

博
之
が 

お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

牧田 博之 (５１歳)   清水区尾羽在住 
 

家族構成：妻・長女・長男・次女・母 
 
『誠心誠意』でがんばります。 ま ち  

 
 
 
 
 
 
 
 
中部国際空港内で職員より説明を聞く 

 
 
 
 
 
 
 
 
愛知・万国博の会場 

「
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
」 

  

施
設(

ユ
ニ
ッ
ト
型
の
特
養
）
を
見
学
し
、

現
場
の
話
を
聞
き
市
政
に
反
映
し
て
い
き

ま
す
。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

● 

個
人
情
報
保
護
と
住
民
基
本
台
帳 

● 

交
番
設
置
に
関
わ
る
県
警
と
の
連
携 

● 

中
島
の
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
跡
地
利
用 

 

今
年
４
月
以
降
、
個
人
情
報
の
流
出
事
件
が
連
続
し
た

こ
と
を
受
け
、
丹
沢
議
員
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

向
上
を
訴
え
つ
つ
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
中
で
、
市
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
水
準
を
確
保

す
る
た
め
、
公
的
な
外
部
監
査
の
導
入
が
提
言
さ
れ
、
当

局
か
ら
は
前
向
き
な
答
弁
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
の
大
量
閲
覧
に
つ
い
て
の
問
題

点
を
指
摘
し
、
運
用
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
丹
沢
議
員
は
安
全
な
市
民
生
活
の
た
め
に
は

地
域
に
お
け
る
交
番
の
役
割
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
、
交
番
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
県
警
と
密
接
に

協
力
し
て
い
く
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
解
体
が
計
画
さ
れ
て
い
る
中
島
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
跡
地
の
利
用
は
地
域
住
民
の
声
を
十
分

に
反
映
す
る
よ
う
要
望
し
、
現
地
へ
の
交
番
設
置
に
つ
い

て
も
意
見
と
し
て
申
し
述
べ
ま
し
た
。 

丹
沢 

卓
久 

議
員 

駿
河
区 

２
期 

   

● 

谷
津
山
に
つ
い
て 

● 

南
北
道
路
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て 

● 

新
高
校
開
校
と
東
静
岡
エ
リ
ア
の
整
備
に
つ
い
て 

 
 

増
田
議
員
は
、
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
谷
津
山
を

『
整
備
に
よ
っ
て
は
静
岡
型
政
令
市
の
象
徴
と
な
り
う

る
山
』
と
位
置
づ
け
、
地
域
住
民
に
よ
る
協
議
や
活
動
を

紹
介
し
つ
つ
、
都
市
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
は
平
成
１
９
年
度
を

め
ど
に
計
画
の
見
直
し
を
進
め
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
静
岡
市
の
発
展
の
た
め
に
は
市
域
の
南
北
を
結

ぶ
幹
線
道
路
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
下
大
谷
線

（
第
２
東
名
接
続
道
）
や
宮
前
岳
美
線
（
唐
瀬
街
道
）
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
質
問
し
、
さ
ら
に
東
静
岡
南
北
幹
線

を
北
方
向
に
延
伸
さ
せ
、
谷
津
山
を
ト
ン
ネ
ル
で
抜
け
て

北
街
道
ま
で
結
節
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
仮
称
総
合
科
学
技
術
高
校
の
建
設
に
伴
う
周

辺
整
備
に
つ
い
て
触
れ
、
特
に
Ｊ
Ｒ
東
静
岡
駅
と
静
鉄
長

沼
駅
を
結
ぶ
路
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
０
年
の
開
校
に

あ
わ
せ
て
整
備
を
進
め
る
よ
う
、
強
く
要
望
が
示
さ
れ
ま

し
た
。 

増
田 

進 

議
員 

葵
区 

２
期 

   

● 

環
境
行
政
に
つ
い
て 

● 

防
災
行
政
に
つ
い
て 

 

環
境
問
題
を
専
門
分
野
と
す
る
井
上
議
員
は
、
質
問
全

体
の
テ
ー
マ
を
『
政
令
市
の
市
民
に
な
ろ
う
』
と
し
て
、

今
後
の
市
民
と
行
政
に
求
め
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
ま
し
た
。 

前
段
で
は
先
ご
ろ
日
本
平
で
開
催
さ
れ
た
全
国
政
令
市

長
会
で
の
『
環
境
ア
ピ
ー
ル
』
に
つ
い
て
触
れ
、
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
見
直
し
関
す
る
市
長
の
見
解
を
問
い

ま
し
た
。 

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
対
策
、
ご
み
減
量
計
画
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、

最
終
処
分
場
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
、
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
法
、
静
岡
市
清
流
条
例
の
制
定
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
具
体
的
な
質
問
と
提
言
を
行
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
後
半
で
は
、
防
災
行
政
を
取
り
上
げ
、
特
に
消

防
団
員
の
確
保
と
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
に
つ
い
て
質

問
を
行
い
ま
し
た
。 

井
上 

恒
弥 

議
員 

葵
区 

３
期 

   

● 

地
球
温
暖
化
対
策 

● 

雨
水
対
策 

 
 

記
念
す
べ
き
初
の
総
括
質
問
に
登
場
し
た
最
年
少
の

深
澤
議
員
は
、
新
人
ら
し
か
ら
ぬ
論
理
的
な
質
問
を
行
い

ま
し
た
。 

 

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
質
問
と
し
て
は
、
現
在
で

は
多
く
が
焼
却
処
理
さ
れ
て
い
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

つ
い
て
、
こ
れ
を
油
化
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
く
べ
き
こ
と

を
提
言
し
、
ま
た
、
竹
材
や
間
伐
材
を
利
用
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
に
つ
て
も
導
入
を
求
め
ま
し
た
。 

さ
ら
に
今
年
度
策
定
さ
れ
る
予
定
の
静
岡
市
の
地
球

温
暖
化
防
止
実
行
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
位
置
づ
け
と
方

針
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

後
半
で
は
、
豪
雨
水
害
の
対
策
を
取
り
上
げ
、
具
体
的

な
対
策
と
し
て
雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
方
法
を
提

言
し
、
宅
地
内
へ
の
雨
水
浸
透
マ
ス
設
置
補
助
に
つ
い

て
、
適
用
の
拡
大
を
提
言
し
ま
し
た
。 

深
澤 

陽
一 

議
員 

清
水
区 

１
期 

   

● 

ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
つ
い
て 

● 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

 
 

新
人
の
牧
田
議
員
は
、
静
岡
市
議
会
史
上
初
の
試
み
と

し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
議
場
に
セ
ッ
ト
し
、
映
像
資

料
を
用
い
て
の
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
つ
い
て
は
海
外
の
事
例
や
、

Ｊ
リ
ー
グ
１
０
０
年
構
想
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
い
映
像
資
料

を
示
し
な
が
ら
説
明
し
た
上
で
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

積
極
的
な
推
進
を
求
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
地
区
連
合
体
育
会
や
エ
ス
パ
ル
ス
に
対
す
る
市

の
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
、
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
に
つ
い

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

 

続
い
て
後
段
で
は
、
教
育
行
政
に
つ
い
て
質
問
し
、
特

に
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
三
者
の
連
携
、
子
供
た
ち
の
夢

作
り
や
自
己
表
現
の
場
の
提
供
に
つ
い
て
積
極
的
な
提

言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
社
会
教
育
を
担
う
部
署
に
つ
い
て
、
学
校
教

育
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
要
望
が
示
さ
れ

ま
し
た
。 

牧
田 

博
之 

議
員 

清
水
区 

１
期 

   

● 

静
岡
市
の
ひ
と
づ
く
り
に
つ
い
て 

● 

駿
河
区
役
所
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り 

● 

自
転
車
に
関
す
る
こ
と 

 

佐
地
議
員
は
、
人
口
減
少
社
会
に
突
入
す
る
時
代
を
迎

え
た
今
、
今
後
の
静
岡
市
の
活
力
を
支
え
る
若
い
人
材
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
『
ひ
と
づ
く
り
』

に
つ
い
て
の
質
問
と
提
言
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
中
で 

佐
地
議
員
は
、『
男
塾
』
と
い
う
名
の
人
材
育
成
の
学
校
を

作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
示
し
ま
し

た
。 ま

た
、
今
の
と
こ
ろ
市
民
利
用
が
多
く
な
い
駿
河
区
役

所
の
現
状
を
指
摘
し
な
が
ら
、
よ
り
区
民
に
と
っ
て
便
利

な
区
役
所
を
目
指
し
た
権
限
の
移
譲
、
ま
た
周
辺
整
備
や

区
内
の
幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
な
ど
を

質
問
し
ま
し
た 

さ
ら
に
放
置
自
転
車
対
策
と
し
て
、
清
水
区
内
の
駐
輪

場
に
も
静
岡
と
同
じ
く
学
割
を
導
入
す
べ
き
こ
と
、
ま
た

市
街
地
へ
の
放
置
自
転
車
対
策
と
し
て
は
歩
道
へ
の
駐
輪

場
の
設
置
等
を
実
効
的
に
進
め
て
い
く
べ
き
こ
と
な
ど
を

提
言
し
ま
し
た
。 

佐
地 

茂
人 

議
員 

駿
河
区 

２
期 

   

● 

生
活
環
境
行
政
に
つ
い
て 

● 

ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
つ
い
て 

● 

経
済
流
通
行
政
に
つ
い
て 

 
 

青
木
議
員
は
、
最
初
に
生
活
環
境
の
上
で
重
要
な
汚
水

処
理
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
こ
の
中
で
、
特
に
整

備
が
遅
れ
て
い
る
清
水
区
内
へ
の
下
水
道
の
普
及
を
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
省
の
指
導
に
よ
る
単
独
浄
化
槽

の
撤
廃
の
方
針
を
受
け
、
市
と
し
て
の
対
応
を
問
い
つ
つ

行
政
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
要
望
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
念
願
で 

あ
っ
た
庵
原
球
場
の
オ
ー
プ
ン
を
目
前
に
し
、
今
後
の 

利
用
促
進
策
や
、
隣
接
広
場
の
活
用
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
経
済
流
通
行
政
の
課
題
と
し
て
、
中
央
卸
売
市

場
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
そ
の
上

で
、
現
状
で
は
施
設
改
修
が
さ
れ
て
い
な
い
水
産
棟
を
、

清
水
港
の
周
辺
に
移
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提
言
を
行

い
ま
し
た
。 

青
木 

一
男 
議
員 

清
水
区 

３
期 

平
成
１
７
年
６
月
議
会

平
成
１
７
年
６
月
の
定
例
会
会
議

に
お
い
て
は
こ
の
様
な
話
し
合
い

を
し
ま
し
た
。 

６月議会の『請願』『陳情』と『意見書』の採決結果（ ）内は自民党市議団の賛否 

 
請 願 ・・・ なし 
陳 情 ・・・ 田町学区の児童クラブ増設に関する陳情  採択（○） 

          住民票の大量閲覧の禁止を求める陳情   不採択（×） 
 
意見書 ・・・ 地方議会制度の充実強化に関する意見書  可決（○） 

          高齢者の交通事故防止に関する決議書   可決（○） 
          地方六団体改革案の早期実現に関する意見書  可決（○） 
          首相および全閣僚の靖国神社参拝の中止を求める意見書 否決（×） 
 

総
括
質
問 

本
会
議
で
の
目
玉
で
あ
る
、

総
括
質
問
で
は
７
名
が
登
壇

し
ま
し
た
。 


